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本稿ではソースコード中で利用しているソフトウェア部品を構成する，低レベルなソフトウェア部
品によるソースコードの類似性の評価および，ソフトウェア部品の構成関係に基づく階層的な類似関
係による類似ソースコード郡の分類の必要性について述べる．

1. は じ め に

本章ではアンケート回答者である渥美について，ソー
スコード類似性との関わり，これまでのソフトウェア
開発経験，Java との関わりについて述べる．
これまでにソフトウェア部品の利用例の分類に関す
る研究，利用しているソフトウェア部品によるソフト
ウェアの分類に関する研究を行ってきた．これらの研
究ではソースコード中に現れる，汎用的に利用されて
いるソフトウェア部品に着目し，ソフトウェア部品の
利用例やソフトウェアの類似性の評価を行った．ソー
スコードそのものの類似性についての研究は行ってい
ないが，ソースコードから得られる情報を利用したソ
フトウェアの類似性の評価を行ってきた．
ソフトウェアの開発経験は 10年程度である．これ
までに開発したソフトウェアの多くは C 言語である
が，Webアプリケーションや簡単なGUIアプリケー
ションなど Javaを利用したソフトウェアもいくつか
開発している．

2. アンケート回答

本章では，渥美が行ったアンケートの回答結果と，
その回答理由について述べる．

2.2 ソース No.2 についての回答理由
観点 A, Cにおいて yesと回答したが，不用意にメ
ソッドのアクセス修飾子を publicにすると，フィー
ルド i の値が変更可能になってしまうため，注意が必
要である．
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表 1 設問への回答
ソース No. A B C D X

1 yes yes yes yes -

2 yes yes yes yes -

3 no yes yes yes -

4 no yes no yes -

5 yes yes yes yes -

6 yes yes yes yes -

7 yes yes yes yes -

8 yes no yes yes -

9 no yes yes yes -

10 yes yes yes yes -

11 no no no no -

2.3 ソース No.3 についての回答理由
インタフェースメソッド getElementById が不要
で，コード片 3-2にまとめるのであれば良いが，不要
なメソッドを提供するようにすべきではない．コード
片 3-1，コード片 3-2の両方を必要としているのなら，
継承を利用して重複コードを減らすべきである．

2.5 ソース No.5 についての回答理由
メソッド add，getだけを利用しており，その他の
個々のクラス独自のメソッドを利用していないため，
類似していると判断した．

2.8 ソース No.8 についての回答理由
異なるアルゴリズムの実装を必要としないのであれ
ば，どちらか一つにすべきである．

2.11 ソース No.11 についての回答理由
コード片 11-1においてフィールド iの持つ意味と
して，trueと falseしかないのであれば，まとめる
べきであるが，そうでなければ，まとめることはでき
ない．しかし，iの持つ意味をこの 2つのコード片だ
けで判断することはできないため，類似しているかど
うかを判断することはできない．



3. 議 論

我々は機能を実現したソースコードを検索する手法
について研究している．開発者が必要な機能の実現方
法を検索する場合，必要なソフトウェア部品およびそ
のソフトウェア部品の構成方法を求めている．これを
実現するために，我々は機能を実現したソースコード
をその実現方法によって分類する手法について研究し
ている．そのため，アンケートの設問のようなソース
コード中の字句レベルでの類似評価ではなく，機能レ
ベルの類似評価が必要である．

Google Code Search や SPARS-J2)，Kodersなど
のソースコード検索システムを用いて，キーワードに
より，既存のオープンソースソフトウェアからソース
コードを検索することが可能である．しかし，検索結
果は膨大になり，膨大な検索結果の中から開発中のソ
フトウェアで利用可能なソースコードを選択すること
は非常に困難である．
ソフトウェアは関数ライブラリやクラスライブラリ
などの汎用的に利用可能なソフトウェア部品を用いて
構築される．ソフトウェア部品は低レベルな機能を実
現したものであり，それらを組み合わせることによっ
てソフトウェアが構築されている．そこで，ソフトウェ
ア部品の組み合わせが機能を表現していると捉え，利
用しているソフトウェア部品によってソフトウェア間
の類似を評価する手法を提案した1)．C言語を対象と
した実験では，図 3 のように類似したソフトウェアを
2次元上で近くに配置することができた．図 3の右側
の拡大部分では，ネットワーク情報サービス (NIS)関
連のコマンドや遠隔手続き呼び出し (RPC) 関連のコ
マンドなど，ネットワーク関連のコマンド群が集まっ
ている．

図 1 FreeBSD コマンドの 2 次元配置

ある機能を実現したソフトウェア部品を分類するた
めには，ソフトウェア全体ではなく，その一部で利用
しているソフトウェア部品がどのように構成されてい
るかを調べる必要がある．しかし，低レベルなソフト
ウェア部品を組み合わせてより高レベルなソフトウェ

ア部品が構成され，ソフトウェア部品の構成は階層的
になっている．ソフトウェアによってソフトウェア部
品の構成関係は異なっており，単純にソフトウェア部
品間での比較では実現している機能によって分類する
ことができない．また，開発者は必要なソフトウェア
部品を知りたいだけでなく，それらの構成方法も求め
ているため，同じ機能を実現したソフトウェア部品が
それぞれどのように個々の低レベルなソフトウェア部
品を構成しているかを示すことが必要である．
例えば，データベースへの問い合わせをするソ
フトウェア部品として，JDBC だけを利用したソ
フトウェア部品と，Hibernate を利用したソフト
ウェア部品があるとする．JDBC だけを用いたソ
フトウェア部品では，DriverManager，Connection，
PreparedStatement，ResultSet などのソフトウェ
ア部品が利用されるが，Hibernateを用いたソフトウェ
ア部品では，SessionFactory，Transaction，Query
などのソフトウェア部品が利用される．Hibernate は
JDBCを利用した高レベルなソフトウェア部品である
ため，Hibernate のソースコードには JDBC のソフ
トウェア部品である，DriverManager，Connection，
PrepareteStatementなどが利用されている．ソフト
ウェア部品間の構成関係を利用することにより，これ
らのソフトウェア部品が類似したソフトウェアとして
分類することが可能となる．
そこで我々はソフトウェア部品の階層的な構成関係
を考慮したソースコードの類似性の評価が必要である
と考えている．具体的には，ソフトウェア部品の階層
構造における低レベルのソフトウェア部品群により，
機能の類似性を評価する．また，ソフトウェア部品の
階層構造の類似性により，ソフトウェア部品の構成方
法の類似性を評価する．これらの評価に基づきソフト
ウェア部品群を分類することにより，利用しているソ
フトウェア部品の違いおよびその構成方法の違いを明
確にすることが可能となる．
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